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第1表時期別淋出数（1961.6～10）
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第1図時期別遊出数の消長
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品種は新優（半湿田）鯛在場所は富山市太郎丸

佐渡のテマリムシに関する研究

第1報周年経過

安部五一．児玉三郎

（新潟県艇業試験場佐渡支場）

命という結果になる。

交尾期1952年の調

査結果は第1図の通りで，

5月2半旬ごろよりはじ

まり，5半旬の最盛を経

て6月5半旬ごろ終隠し

ている。第2回目の交尾

時期については特に調査

賛料がないが，観察では

7月中旬ごろよりはじま

り下旬に最盛となるよう

であった。

抱卵時期および抱卵数

本種の抱卵は第2図のよ

うに腹面に認められるが，

52年,5月20日より8月

の間，不定期採集による

100頭についての調査結
果は第3図の通りで，6

月1杯および8月5半旬

を最盛とする2回の抱卵

期がみられる。第2回目
の時期における低抱卵年
の原因については明らか

でないが，少なくとも，

調査対象個体における前

年の孵化時期差ほ1図に

なろうかと思われた。こ

れらの抱卵数は最少84

1950年ごろ佐渡の海岸線寄りの畑作地帯に大発生し多

被害を現わしたので翌，51年から4年間調査研究を行っ

た｡本報ほそのうち周年経過に関するとりまとめである。

越冬成体室内でのビーカー飼育結果は第’表の通

りで，これによると越冬成体は，年2回の繁殖を行なっ
てから死亡することを確認できた。
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第ユ表越冬成体の経過
一_ 日叫鰐型叫#-塑辿5州

鋼従蹄期
第1回 第2回調査項目

第1図時期別交尾数の消長
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鋪1回艀化から第2回抱卵までの日数

跡2回卵孵化後の致死月日

錐2回孵化後致死叢での日数
q

畑

孵化時期の差による発育経過1953年の観察，調査

によれば，7月8日孵化個体は5回脱皮後越冬に入り，

翌年2～3回の脱皮をして成体となり，8～9月に繁殖

を行なって越冬に入るが，翌煮年の6～7月と8～9月に

繁殖を行なって死亡した。霞た,8月26日孵化個体は年内

に3回脱皮して越冬し，翌年は3～4回脱皮し大部分が

幼体で越冬に入り，翌荷年5～6月ごろ成休となり，7

月と8～9月の2回に繁殖してさらに越冬しその翌年，

つまり4年目の6～7月,第1回繁殖後に死亡した。した

がって，前者は孵化後約3年，後者は約3年6カ月の寿
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第2図成体腹面の抱卵状況
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第3図抱卵率の時期別消長

（体長9.51"”)，最高.206（体長14577z77z)で，平均133

.4（体長12.217zllz)を数えたが，抱卵数は体長と関係が

あり，第4図に示すように両者間にはγ＝0.9289の相関

係数が算出できる。（引用文献は第2報に掲較）
体長陸）

第4図体長と抱卵数との関係

●

佐渡のテマリムシに関する研究

第2報被害ならびに防除

安部五一・児玉三郎

（新潟県農業試験場佐渡支場）

本種の加害対象は畑作物であるが，まず’食餌植物を
検討し，それらの被害状況を把握し，ついで若干の防除
試験を行ったのでここに要点を公表しておきた●
飼育による食餌

調査高さ75c"z,

部であって，前者は発芽歩合によって，後者は被害個体

数によって把握できる。そこで，この両者の関係からみ

ると，第1図のように，ダイズ，インゲンは最低被害，

ダイコン，キウリは中被害，トマトは多被害範囲に腐し

ている。しかし，トマトの発芽期間は他の作物より非常

に長いので，このことが，少なくとも，被害増加の1因

をなしていると思われる。

圃場における作物別棲息数調査5種類の作物と大

豆粕区を2連制とし第2図のように設立して，播種また

は施用をし，中央に300頭

を放って試験した。播穂に

当っては，発芽を7月14～

15日にそろえる目的で，作

物ごとに播諏日をくふうし

発芽予定日に当る7月15日

に放虫し，4日間の棲息密

度を調査した。その結果は
2m･

第2表の通りである。放虫

後試験範囲外への逃亡もあ第2図試験区の構成
ったようで1日後において，すでに放虫数の半分以下に

減っているが，ダイコン，キウリ，ダイズが，なかでも

高密度を保っている。本種が直射日光や乾燥をきらう習

性のある点と併せ考こると，作物のウツペイ度が影鰯し

ているもののようで，結局，被害撫成には食餌としての

適否ばかりでなく,､その作物個有のウツペイ度が強く関

発
芽
後
織
害
把
数
（
発
芽
数
に
対
す
る
発
芽
縫
繊
審
歓
の
生

的
卯
帥
加
帥
釦
側
鈎
罰
加

１
巾45c”の飼育箱

に床土を入れ，5

種作物を播種して

放虫区と無放虫区

を設けて調査した

結果は第1表およ

び第1図の通りで

ある。

発芽時の被害部

分は幼芽および幼

根であり，発芽後

はやわらかい地際

第1表

卜
●
マト

●
ダイコシ

●
キウリ

ダイズ

8
インケン

01020304050釦70脚”1閲

発芽描蝕(錘発芽歩合の唇放駆に汁する比）

第1図発芽指数と発芽後被害指数
からみた各作物間の比較

飼育による作物別被害状況
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